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７ ドメスティック・バイオレンス 

 

（１）ドメスティック・バイオレンスの経験 

問１８－１ 配偶者（元配偶者も含む。）や恋人から暴力（下記問１８－２のような

こと）を受けた経験はありますか。（○は１つ） 

 

■平成 22年茨城県 

 

■回答者の１割強に，配偶者や恋人から暴力を受けた経験が「ある」 

 

配偶者や恋人から暴力を受けた経験については，「ある」が 9.6％となっており，前回調査

と比較すると 3.2ポイント減少している。 

性別にみると，「ある」との回答は，男性で 3.4％，女性で 14.3%と女性が高くなっている。

年齢別にみると，30・40歳代で「ある」（30歳代：12.3％，40歳代：16.3％）が他の年齢

層と比べて若干高くなっている。 

 

9.6 83.8 2.5 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(SA) n=1,111

ある ない わからない 無回答

12.8 78.2 2.4 6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(SA) n=1,614

ある ない わからない 無回答
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■暴力を受けた経験（各属性別） 

 

3.4

14.3

9.9

12.3

16.3

9.0

8.5

4.1

10.0

4.8

12.0

8.6

14.3

9.4

14.7

13.4

10.1

6.1

8.7

9.9

8.1

10.2

9.0

90.0

79.2

83.1

85.4

81.5

86.5

84.6

83.4

87.5

90.0

92.9

80.0

85.7

85.7

88.7

82.7

79.0

83.9

91.7

81.3

85.7

84.2

83.7

84.5

81.5

2.8

2.4

5.6

1.5

2.2

3.5

2.6

1.7

2.4

8.0

2.0

1.3

5.0

1.5

8.3

3.7

1.7

3.0

4.7

2.2

2.8

3.8

4.1

1.4

0.8

1.0

4.4

10.8

12.5

5.7

1.3

2.5

4.5

8.9

3.9

3.0

3.5

3.0

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=501)

女性(n=581)

20歳代(n=71)

30歳代(n=130)

40歳代(n=178)

50歳代(n=200)

60歳代(n=272)

70歳以上(n=241)

農林漁業（自営業主）

(n=24)

農林漁業（家族従業者）

(n=10)

商工・サービス業

（自営業主）(n=42)

商工・サービス業

（家族従業者）(n=25)

自由業（自営業主）

(n=35)

自由業（家族従業者）

(n=14)

被雇用者（専門・技術職）

(n=203)

被雇用者（事務職）

(n=150)

被雇用者（労務職）

(n=119)

専業主婦・主夫

(n=199)

学生(n=12)

無職(n=246)

県北地域(n=230)

県央地域(n=203)

鹿行地域(n=86)

県南地域(n=362)

県西地域(n=211)

ある ない わからない 無回答
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問１８－２ 問１８－１で，１の「ある」とお答えいただいた方にうかがいます。 

それはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

 

■平成 22年茨城県 

 

20.6

43.0

39.3

14.0

23.4

30.8

71.0

21.5

13.1

17.8

9.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

大切にしているものをわざと捨てたり壊したりされる

「ばかだ，役立たずだ」などと言われる

外出や人との付き合いを制限される

身体を傷つける可能性のあるもので殴られる

平手で打たれる

げんこつで殴られたり，足で蹴られたりする

大声でどなられたり，暴言を吐かれる

嫌がっているのに性的行為を強要される

何を言っても無視され続ける

生活費を渡さないなど，経済的に抑えつけられる

その他

無回答

%

(MA) n=107

17.9

29.5

28.0

17.9

31.4

41.5

63.3

18.8

14.0

16.9

2.4

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

大切にしているものをわざと捨てたり壊したりされる

「ばかだ，役立たずだ」などと言われる

外出や人との付き合いを制限される

身体を傷つける可能性のあるもので殴られる

平手で打たれる

げんこつで殴られたり，足で蹴られたりする

大声でどなられたり，暴言を吐かれる

嫌がっているのに性的行為を強要される

何を言っても無視され続ける

生活費を渡さないなど，経済的に抑えつけられる

その他

無回答

%

(MA) n=207
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■暴力の内容は，「大声でどなられたり，暴言を吐かれる」が７割を超え，最多 

 

暴力の内容については，「大声でどなられたり，暴言を吐かれる」が 71.0％と最も高く，

次いで「『ばかだ，役立たずだ』などと言われる」が 43.0％，「外出や人との付き合いを制限

される」が 39.3％となっている。 

性別にみると，「外出や人との付き合いを制限される」（男性：17.6％，女性：42.2％）や

「げんこつで殴られたり，足で蹴られたりする」（男性：23.5％，女性：32.5％）などとなっ

ており，男性と女性で暴力の内容に差があることがわかる。 

 

■暴力の内容（その他回答） 

内容 年齢 性別 

「別れるなら殺す」と言われた 女性 20 歳代 

家族の事の相談でも，協力を得られない 女性 40 歳代 

バカ女と言われる 女性 40 歳代 

事ある事に離婚したいと言われる 女性 40 歳代 

生活費を持ったまま，行方不明になった 女性 40 歳代 

職場に電話したり来たりする過干渉 女性 50 歳代 

子どもがが泣くと「うるさい」と怒鳴られた，家に入れてもらえなかった 女性 60 歳代 

不倫 女性 60 歳代 

嫌がることを言われる 女性 60 歳代 

価値観の違い 女性 70 歳以上 
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■暴力の内容（各属性別） 

 

  

大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
わ
ざ
と
捨

て
た
り
壊
し
た
り
さ
れ
る

「

ば
か
だ
，
役
立
た
ず
だ
」

な
ど
と

言
わ
れ
る

外
出
や
人
と
の
付
き
合
い
を
制
限
さ

れ
る

身
体
を
傷
つ
け
る
可
能
性
の
あ
る
も

の
で
殴
ら
れ
る

平
手
で
打
た
れ
る

げ
ん
こ
つ
で
殴
ら
れ
た
り
，
足
で
蹴

ら
れ
た
り
す
る

大
声
で
ど
な
ら
れ
た
り
，
暴
言
を
吐

か
れ
る

嫌
が
っ

て
い
る
の
に
性
的
行
為
を
強

要
さ
れ
る

何
を
言
っ

て
も
無
視
さ
れ
続
け
る

生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
，
経
済
的

に
抑
え
つ
け
ら
れ
る

そ
の
他

無
回
答

男性
(n=17)

23.5 41.2 17.6 17.6 23.5 23.5 52.9 5.9 23.5 11.8

女性
(n=83)

21.7 42.2 42.2 13.3 25.3 32.5 74.7 24.1 12.0 18.1 12.0

20歳代
(n=7)

14.3 42.9 57.1 14.3 28.6 85.7 42.9 14.3 14.3

30歳代
(n=16)

31.3 37.5 56.3 18.8 6.3 18.8 68.8 18.8 18.8 18.8

40歳代
(n=29)

24.1 48.3 34.5 10.3 27.6 27.6 75.9 20.7 20.7 13.8 13.8

50歳代
(n=18)

16.7 50.0 50.0 22.2 33.3 44.4 72.2 22.2 5.6 27.8 5.6

60歳代
(n=23)

13.0 39.1 13.0 13.0 34.8 43.5 60.9 21.7 4.3 13.0 13.0

70歳以上
(n=10)

30.0 40.0 40.0 20.0 10.0 20.0 70.0 20.0 20.0 10.0

農林漁業
（自営業主）

(n=)

農林漁業
（家族従業者）

(n=1)
100.0 100.0

商工・サービス業
（自営業主）

(n=2)
50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 100.0 100.0 50.0

商工・サービス業
（家族従業者）

(n=3)
33.3 33.3 66.7 33.3 33.3 100.0 33.3

自由業
（自営業主）

(n=3)
33.3 66.7 33.3 66.7 66.7 66.7 66.7 33.3

自由業
（家族従業者）

(n=2)
50.0 50.0 50.0 100.0

被雇用者
（専門・技術職）

(n=19)
21.1 36.8 31.6 26.3 21.1 68.4 15.8 26.3 21.1 21.1

被雇用者（事務職）
(n=22)

18.2 50.0 45.5 18.2 18.2 27.3 72.7 13.6 18.2 13.6 9.1

被雇用者（労務職）
(n=16)

31.3 50.0 43.8 6.3 25.0 43.8 75.0 37.5 6.3 31.3 6.3

専業主婦・主夫
(n=20)

15.0 45.0 30.0 15.0 35.0 30.0 70.0 10.0 15.0 5.0 5.0

学生
(n=)
無職

(n=15)
20.0 33.3 26.7 20.0 13.3 33.3 53.3 26.7 6.7 20.0 6.7

県北地域
(n=20)

30.0 40.0 35.0 10.0 30.0 15.0 70.0 5.0 10.0 25.0

県央地域
(n=20)

30.0 45.0 35.0 25.0 40.0 45.0 75.0 30.0 25.0 20.0 20.0

鹿行地域
(n=7)

14.3 42.9 57.1 42.9 14.3 42.9 85.7 14.3 28.6

県南地域
(n=37)

18.9 37.8 37.8 10.8 18.9 32.4 67.6 24.3 13.5 10.8 13.5

県西地域
(n=19)

10.5 57.9 36.8 5.3 15.8 31.6 68.4 21.1 10.5 10.5 5.3

性
別

年
齢
別

職
業
別

地
域
別

単位：％
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問１８－３ 問１８－１で，「ある」とお答えいただいた方。 

あなたの受けた行為について，誰かに打ち明けたり，相談したりしましたか。 

（○は１つ） 

 

 

■「相談できなかった・しようとは思わなかった」が６割を超え，最多 

 

相手から受けた行為について，「相談できなかった」と「相談しようとは思わなかった」の

合計が６割（60.8%）と最も高く，「相談した」は 38.3%と約 4割となっている。 

性別にみると，「相談した」は女性の約５割（45.8%）となっているが，男性は 0%となって

いる。 

  

38.3

45.8

20.6

23.5

20.5

40.2

76.5

32.5

0.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(SA) n=107

男性(n=17)

女性(n=83)

相談した 相談できなかった 相談しようとは思わなかった 無回答
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問１８－４ 問１８－３で，１の「相談した」とお答えいただいた方。 

あなたが相談した人（場所）を教えてください。（○はいくつでも） 

 

 

■相談先は「家族・親せき」と「知人・友人」が６割を超え最多，公的機関等への相談は

約１割 

 

相談先は，「家族・親せき」が 65.9%，「知人・友人」が 61.0%と６割以上で最も高く，警察

（9.8%），役所の相談窓口（14.6%）など，公的機関へも１割程度が相談している。 

 

■ドメスティック・バイオレンスを相談した人（場所）（その他回答） 

内容 年齢 性別 

インターネット上で 女性 40 歳代 

調停 女性 50 歳代 

両親 女性 50 歳代 

県の婦人相談室 女性 50 歳代 

65.9

61.0

9.8

0 

0 

14.6

4.9

2.4

0 

9.8

9.8

7.3

12.2

9.8

0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

家族・親せき

友人・知人

警察

人権擁護委員

女性の人権ホットライン

役所の相談窓口・電話相談など

配偶者暴力相談支援センター・

婦人相談センター・女性相談員

男女共同参画センター・女性センター

人権啓発推進センター

その他の公的機関

弁護士

医師・カウンセラー

民間の相談機関

その他

無回答

%

(MA) n=41
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■暴力に関する相談 （各属性別） 

 

  

45.8

57.1

37.5

41.4

27.8

34.8

40.0

50.0

33.3

33.3

42.1

50.0

43.8

30.0

26.7

35.0

55.0

28.6

29.7

42.1

23.5

20.5

28.6

18.8

13.8

27.8

21.7

30.0

50.0

15.8

13.6

31.3

30.0

26.7

15.0

15.0

14.3

29.7

21.1

76.5

32.5

14.3

37.5

44.8

44.4

43.5

30.0

100.0

66.7

66.7

100.0

42.1

36.4

25.0

35.0

46.7

45.0

30.0

57.1

40.5

36.8

1.2

6.3

5.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=17)

女性(n=83)

20歳代(n=7)

30歳代(n=16)

40歳代(n=29)

50歳代(n=18)

60歳代(n=23)

70歳以上(n=10)

農林漁業（自営業主）

(n=0)

農林漁業（家族従業者）

(n=1)

商工・サービス業

（自営業主）(n=2)

商工・サービス業

（家族従業者）(n=3)

自由業（自営業主）

(n=3)

自由業（家族従業者）

(n=2)

被雇用者（専門・技術職）

(n=19)

被雇用者（事務職）

(n=22)

被雇用者（労務職）

(n=16)

専業主婦・主夫

(n=20)

学生(n=0)

無職(n=15)

県北地域(n=20)

県央地域(n=20)

鹿行地域(n=7)

県南地域(n=37)

県西地域(n=19)

相談した 相談できなかった 相談しようとは思わなかった 無回答
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■相談した相手（人または場所） （各属性別） 

 

  

家
族
・
親
せ
き

友
人
・
知
人

警
察

人
権
擁
護
委
員

女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

役
所
の
相
談
窓
口
・
電
話
相
談
な
ど

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
婦

人
相
談
セ
ン
タ
ー

・
女
性
相
談
員

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

・
女
性
セ
ン

タ
ー

人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
公
的
機
関

弁
護
士

医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

民
間
の
相
談
機
関

そ
の
他

無
回
答

性別
女性

(n=38)
63.2 60.5 10.5 15.8 2.6 2.6 10.5 10.5 7.9 10.5 10.5

20歳代
(n=4)

50.0 100.0 25.0

30歳代
(n=6)

66.7 83.3 16.7

40歳代
(n=12)

66.7 58.3 8.3 25.0 8.3 16.7 16.7 16.7 8.3 8.3

50歳代
(n=5)

40.0 80.0 20.0 20.0 20.0 60.0

60歳代
(n=8)

75.0 37.5 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5

70歳以上
(n=4)

75.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0

農林漁業
（自営業主）

(n=0)

農林漁業
（家族従業者）

(n=0)
商工・サービス業

（自営業主）
(n=1)

100.0

商工・サービス業
（家族従業者）

(n=1)
100.0

自由業
（自営業主）

(n=1)
100.0

自由業
（家族従業者）

(n=0)
被雇用者

（専門・技術職）
(n=8)

100.0 87.5 37.5 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5

被雇用者（事務職）
(n=11)

45.5 63.6 18.2 18.2 27.3 18.2 18.2 18.2 9.1

被雇用者（労務職）
(n=7)

71.4 28.6 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3

専業主婦・主夫
(n=6)

66.7 66.7 16.7 16.7

学生
(n=0)
無職
(n=4)

50.0 75.0 25.0

県北地域
(n=7)

42.9 85.7 28.6 28.6

県央地域
(n=11)

72.7 72.7 9.1 18.2 9.1 9.1 9.1 18.2 9.1 9.1

鹿行地域
(n=2)

100.0 50.0 50.0 50.0 100.0

県南地域
(n=11)

63.6 45.5 9.1 18.2 18.2 9.1 9.1 9.1 9.1

県西地域
(n=8)

62.5 62.5 12.5 12.5 12.5

年
齢
別

職
業
別

地
域
別

単位：％
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問１８－５ 問１８－３で，１の「相談した」とお答えいただいた方。 

相談して問題は解決しましたか。（○は１つ） 

 

 

■相談による解決は６割を超えている 

 

相談したことによる暴力の解決は，「解決した」と「どちらかといえば解決したと思う」の

合計で 63.4%となっている。 

年代別にみると，「どちらかといえば解決していない」と「解決していない」の合計が 40

歳代（50%），50歳代（60%），60歳代（37.5%）で多くなっている。 

  

26.8 36.6 2.4 29.3 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(SA) n=41

解決した どちらかといえば解決したと思う

どちらかといえば解決していない 解決していない

わからない 無回答
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■相談したことによる暴力の解決 （各属性別） 

 

  

23.7

50.0

33.3

16.7

40.0

25.0

100.0

100.0

18.2

28.6

50.0

25.0

14.3

27.3

18.2

50.0

36.8

50.0

66.7

25.0

25.0

75.0

75.0

36.4

14.3

33.3

25.0

42.9

27.3

50.0

36.4

37.5

2.6

8.3

12.5

9.1

31.6

41.7

60.0

37.5

25.0

12.5

45.5

57.1

16.7

25.0

42.9

36.4

50.0

36.4

5.3

8.3

12.5

100.0

25.0

9.1

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(n=38)

20歳代(n=4)

30歳代(n=6)

40歳代(n=12)

50歳代(n=5)

60歳代(n=8)

70歳以上(n=4)

農林漁業（自営業主）

(n=0)

農林漁業（家族従業者）

(n=0)

商工・サービス業

（自営業主）(n=1)

商工・サービス業

（家族従業者）(n=1)

自由業（自営業主）

(n=1)

自由業（家族従業者）

(n=0)

被雇用者（専門・技術職）

(n=8)

被雇用者（事務職）

(n=11)

被雇用者（労務職）

(n=7)

専業主婦・主夫

(n=6)

学生(n=0)

無職(n=4)

県北地域(n=7)

県央地域(n=11)

鹿行地域(n=2)

県南地域(n=11)

県西地域(n=8)

解決した どちらかといえば解決したと思う

どちらかといえば解決していない 解決していない

わからない
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問１８－６ 問１８－３で，２の「相談できなかった」または３の「相談しようとは

思わなかった」とお答えいただいた方。 

 あなたが誰（どこ）にも相談できなかったのはなぜですか。（○はいくつでも） 

 

■暴力を相談できなかった理由は，「相談しても無駄だと思った」が約５割で最も多いも，男

女間で理由にばらつきがある 

 

暴力を『相談しなかった』（相談できなかった」または「相談しようとは思わなかった」）

理由については「相談しても無駄だと思った」が約５割（47.7%）で最も高い。 

性別にみると，「自分さえ我慢すればこのままなんとかやっていくことができると思ったか

ら」（男性：23.5%，女性：45.5%），「自分に悪いところがあると思ったから」（男性 35.3%，

女性：13.6%）と男女間で 20ポイント以上の差がある項目がある。 

 

■暴力を相談できなかった理由（その他の回答） 

内容 年齢 性別 

子供がいたから 女性 40 歳代 

結婚したのは自分の責任で必ず良くなると思っていたから 女性 60 歳代 

警察に電話したが来てもらえなかったから 女性 40 歳代 

親や兄妹に迷惑をかけたくはないから 女性 50 歳代 

離婚したから 女性 50 歳代 

16.9

24.6

47.7

9.2

40.0

13.8

15.4

9.2

18.5

29.2

10.8

1.5

11.8

17.6

52.9

5.9

23.5

11.8

5.9

5.9

35.3

35.3

5.9

20.5

27.3

45.5

11.4

45.5

13.6

18.2

11.4

13.6

27.3

15.9

0 10 20 30 40 50 60

誰（どこ）に相談してよいのか分からなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談しても無駄だと思ったから

相談したことが分かると仕返しを受けたり，

もっとひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すればこのままなんとか

やっていくことができると思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくないから

思い出したくないから

自分に悪いところがあると思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

その他

無回答

%

全体(n=65) 男性(n=17) 女性(n=44)
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■暴力を相談できなかった理由 （各属性別） 

 

  

誰
（

ど
こ
）

に
相
談
し
て
よ
い
の
か

分
か
ら
な
か
っ

た
か
ら

恥
ず
か
し
く
て
誰
に
も
言
え
な
か
っ

た
か
ら

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ

た
か
ら

相
談
し
た
こ
と
が
分
か
る
と
仕
返
し
を
受
け
た
り
，

も
っ

と
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と
思
っ

た
か
ら

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
こ
の
ま
ま
な
ん
と
か

や
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

た
か
ら

世
間
体
が
悪
い
か
ら

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
い
か
ら

思
い
出
し
た
く
な
い
か
ら

自
分
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ

た
か
ら

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ

た
か
ら

そ
の
他

無
回
答

男性
(n=17)

11.8 17.6 52.9 5.9 23.5 11.8 5.9 5.9 35.3 35.3 5.9

女性
(n=44)

20.5 27.3 45.5 11.4 45.5 13.6 18.2 11.4 13.6 27.3 15.9

不詳
(n=4)

25.0 50.0 50.0 25.0 25.0 25.0

20歳代
(n=3)

66.7 33.3 33.3 33.3 33.3

30歳代
(n=9)

33.3 66.7 22.2 33.3 11.1 22.2 22.2 33.3

40歳代
(n=17)

23.5 23.5 47.1 17.6 35.3 23.5 11.8 5.9 41.2 29.4 11.8 5.9

50歳代
(n=13)

15.4 30.8 46.2 38.5 7.7 7.7 7.7 23.1 15.4

60歳代
(n=15)

13.3 13.3 46.7 40.0 6.7 13.3 6.7 33.3 13.3

70歳以上
(n=6)

16.7 33.3 50.0 16.7 66.7 16.7 16.7 33.3 33.3 33.3 16.7

農林漁業
（自営業主）

(n=0)

農林漁業
（家族従業者）

(n=1)
100.0 100.0

商工・サービス業
（自営業主）

(n=1)
100.0 100.0

商工・サービス業
（家族従業者）

(n=2)
50.0 100.0 50.0 50.0

自由業
（自営業主）

(n=2)
50.0 50.0 100.0

自由業
（家族従業者）

(n=2)
50.0 50.0 50.0

被雇用者
（専門・技術職）

(n=11)
27.3 45.5 27.3 9.1 9.1 36.4 18.2 9.1

被雇用者（事務職）
(n=11)

18.2 27.3 72.7 9.1 36.4 9.1 27.3 9.1 27.3 36.4

被雇用者（労務職）
(n=9)

11.1 11.1 33.3 22.2 22.2 11.1 11.1 33.3 22.2 33.3

専業主婦・主夫
(n=13)

30.8 38.5 30.8 7.7 46.2 30.8 23.1 15.4 23.1 23.1 15.4

学生
(n=)
無職

(n=11)
9.1 45.5 45.5 9.1 63.6 9.1 18.2 9.1 9.1 18.2

県北地域
(n=12)

16.7 33.3 8.3 41.7 8.3 25.0 33.3 8.3 8.3

県央地域
(n=9)

44.4 33.3 44.4 11.1 33.3 22.2 33.3 22.2 44.4 11.1 22.2

鹿行地域
(n=5)

60.0 80.0 20.0 40.0 40.0 40.0 20.0 20.0

県南地域
(n=26)

19.2 23.1 46.2 11.5 46.2 11.5 15.4 11.5 7.7 26.9 15.4

県西地域
(n=11)

18.2 9.1 54.5 27.3 9.1 18.2 45.5

地
域
別

性
別

職
業
別

年
齢
別

単位：％
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